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句読点等
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脚注

左のテキストボックスにキーワードを五つ，各著者のアステリスク*に対応した連絡先（和文と英文），連絡者の上付き番号に対応したE-mailをご記入ください．文頭と「*」や「1」の空きは書式→段落→タブ設定でタブの位置が1字・右揃え，2字・左揃えとし，改行の字下げは段落の字下げで2字としてあります．上書きすれば空きはそのまま使えます．

本文

本文が適用する書式は「本文」です．

見出し

見出しの文字を入力後，見出しの書式を選択します．書式は見出し1「1. ・・・，2. ・・・」，見出し2「1.1 ・・・，1.2 ・・・」，見出し3「1.1.1 ・・・，1.1.2 ・・・」です． 

参考文献

文献リストは文末のリストを上書きしてください．出現順に文献の番号をつけ，引用されている本文中に任意の文献リスト番号と「)」（片右括弧）を入力し，書式を上付きにします1)．必要に応じて番号に続いて「，」（2文献）や「-」（3文献以上）を入力してください2,3)．文献リストの作成の様式については4-9)，下記の点にご注意いただき，文末の文献リストを上書きすると容易に作成できます10)．

文献の引用は，本文中では引用した順に通し番号を肩につけ（例　である1,3-6)．），それぞれの文献を原稿の末尾にまとめて書く．

参考文献の示し方は下記による．なお，著者が複数の場合は全著者名を和文の場合はフルネームで，英文の場合は名前のイニシャル＋「．」＋姓で書く．雑誌の略称名については，日本物理学会編「投稿の手引」等を参照のこと．

雑誌の場合　著者:論文表題．雑誌名あるいは略誌名，巻（発行年）ページの順に書く．例1)，2)参照．

単行本の場合　著者:書名，ページ，出版社，出版地（海外文献のみ）（発行年），例3)，4)参照．

国際会議のproceedings 等は単行本として取り扱う．例5)参照．proceedingsが雑誌のsupplementとして発行されている場合は，雑誌名を付記する．例6)参照．

特許の場合は，特許出願人名：発明の名称．特許文献の番号等．公開特許公報等の発行年．例7)，8)参照．

ハンドブック等で引用する部分の執筆者と編集者が異なる場合　執筆者:書名，編集者，ページ，出版社，出版地（海外文献のみ）（発行年），例9)参照．

国内学会の予稿集は単行本に準ずる．例10)参照．
ウェブサイト, ウェブページの場合　著者名：ウェブページの題名，ウェブサイトの名称 (公開年あるいは更新年) 入手先，(入手日付)　プレプリントの場合はdoiを記載する．例11) ，12)参照．

図・写真，表

図・写真の作成

図・写真とその説明は下のオブジェクトをコピーすれば，簡単作成ができます．図を挿入したい場所にカーソルを合わせ，右上のオブジェクトをコピーするか，挿入→図→新しい描画オブジェクトで，文章中に枠を作成します．点線内に「　」で囲まれた枠ができます．そこにマウスでクリックし，挿入→図→ファイルで画像ファイルを取り込みます．

画像が見えない状態で取り込まれたら，画像をクリックして図のツールバーを表示し，テキストの折り返しで上下を選んでください．図の全体が表示されます．

また，花子などで作成したファイルの場合，ファイルの挿入ではファイルが認識できないことがあります．そういった場合には，あらかじめ挿入→テキストボックスでレイアウト枠を作成後，花子等で開いたファイルからコピーアンドペーストすれば取り込むこともできます．取り込めない場合は改行で空白を作成，別に印刷した図を糊で貼ってください．

図中の文字は7 pt程度で，罫の太さは0.2 pt以上にしてください．30％以下の網かけは印刷できません．写真は，スキャナやデジタルカメラでとったものを図と同じように取り込みます． 

図のタイトルと説明の作成

左下のオブジェクトをコピーした場合は，元にあった説明を消して，「図番号  和文タイトル　改行　図の説明」と「Fig. 1  英文Title.　改行　Legends and note.（英文には終点ピリオドをつけてください）」を入れてください．描画オブジェクトで作成した場合，図の下をクリックして挿入→テキストボックスでテキストの枠ができますので，タイトルと説明を入れてください．レイアウト枠を用いない場合は，図下を2～3 mmあけて（段落→段落前の数値で設定ができます），和文・英文の順をつけてください．

表の作成
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表は文中ではなく，挿入→テキストボックスで入れるようにしてください．作成したテキストボックスの中に罫線→表のオートフォーマット→静電気で下記のように作成してください．表の左右の幅は80 mmまたは170 mmが便利です．表上に「表番号  和文タイトル」，表下に「表の説明」を入れてください．テキストボックスが小さいときは，書式設定（図またはテキストボックスにポインタをあてて右クリックするとでます）で，レイアウトの部分を行内にチェックして，詳細設定で上下とすると，一段の行内に収まる枠ができます．

図表のレイアウト

図表の配置は，文章が読みやすいようにページの上部か下部にはまとめて挿入して配置するようにしてください．ワードでは図が文字列や段落に固定されている場合，文章を修正するのに従って移動します．移動したら，あわてず図やテキストボックスの書式設定→レイアウト→詳細設定でアンカーを段落に固定するチェックをはずし，アンカーの出ている位置をずらした後にもう一度書式設定を開いて，チェックをいれてください．こういった作業は最終的にレイアウトをアップさせるときに行うと楽です．また，文字列と一緒に移動するにチェックが入っている場合，その文字列を切り取ると図・表が消える場合があります．そういった場合もあわてず，編集→元に戻すにして，状態を復元し，文字列と一緒に移動するチェックをはずして図表を移動させると文字列を切り取っても消えません。

単位

単位はSI単位を用いて表記してください．単位の例は上記の表のとおりです．

式

挿入→オブジェクト→新規作成→Microsoft 数式を選択して作成してください．次頁の式をクリックするとスタイルやサイズは設定されています．スタイル定義は変数が斜体，ベクトルが斜体・太字，サイズ定義は標準が11 ptです．式番号（1）（2）・・・は式の後につけてください．式の上下が切れてしまう場合は式の上下が一行ずつあけるか，書式→段落の段落前・後を自動にするか，数値を変えて調整ください．
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ランニングタイトル

このファイルでは表示→ヘッダーとフッターを選択すれば，入力できます．

カメラレディー原稿のプリントアウトと提出方法

E-mailでの提出の場合は，PDFファイルに変換してください．投稿時はPDF MakerやSmall Sizeの設定で変換し，最終原稿提出の際はpress仕様の設定で出力したファイルを作成してください．E-mailでの投稿先はiesj@npc-tyo.comです．投稿票の内容をE-mailの本文に入力してください。

紙媒体での提出の場合はA4に高品位（600dpi）以上で鮮明に印刷してください．レーザプリンタでも，インクジェットプリンタでもかまいませんが，文字がかすれたり，画像の網があらく不鮮明にならないようにしてください．図・写真がプリンタでうまくいかない場合はオリジナル・原版を添付してください．投稿先は「静電気学会誌編集委員会」（〒170-0013 東京都豊島区東池袋4-41-24東池袋センタービル2F日本印刷内）で、2部送付してください．

二段を並行にする

二段を並行させて文章を終わらせる方法は，文末，参考文献の文末に改行を一つ入れ，その改行マークをマウスで選択して（改行マークの表示は表示→段落記号です），ファイル→ページ設定→その他でセクションの開始位置を「現在の位置から開始」とし，プレビュー設定対象を「選択している文字列」としてOKとすると，並行になります。

論文とノートページ数

論文は6ページで超過ページを許されていますが（超過ページ代あります），ノートは2ページ厳守です．故意に行間を勝手に狭めたり，半角カタカナや小さい文字を用いたりした場合は，投稿受付しないことがあります．
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図１　画像のサンプル


Fig.1  Sample of picture.








表1　単位記載のしかた


Table 1　The table of units.


Variable�
SI unit�
%*�
�
Flow rate�
mL/s, m2/s�
50±3�
�
Velocity�
m/s�
30±2�
�
Volume�
mL, L, m3�
20±1�
�
*Mean±SD.
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Fig.1  Sample of picture.











- 1 -
- 2 -
- 3 -

_1234567890.unknown

